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1967（昭和42）年生まれ。富山市
出身。日本文理大学工学部卒業
後、1989年富山鋼機㈱入社。2007
年１月にグループ会社の㈱セイキ
取締役、2009年2月社長に就任。
2012年7月から富山鋼機㈱社長を
兼務。

ることができるのが、一貫生産の
強みです。
　さらに営業にも展開し、毎週月
曜日に行う営業ミーティングには、
設計の責任者も加わるようにして、
営業が今どんな案件を抱えている
のか、次にどんなテーマに取り組
まなくてはいけないのかをお互い
に共有するようにしています。営
業と設計は同じフロアにいるので
すが、それまでは、営業がお客様
からの要望や次の開発案件情報を
持っていても、それが設計に伝わ
っておらず、素早い対応がとれな
いことがあったからです。
　組織的にも、これまで設計課と
制御課を「ＦＡ事業部」として統
括していましたが、昨年４月に営
業課も入れて「営業技術部」に改
編しました。営業は４人ですが、
専門的な知識が必要ですので、設
計を経験した者の中から適任者を
充てています。

社長に就任されて、どのような取
り組みをされてきましたか。
　父は以前から「セイキの社長は
70歳で交代する」と公言しており、
その通り私が社長になったのが
2009年、リーマンショック直後で
す。当初は大変な時期を乗り切る
ことしか考えていませんでした。
　その中でも、コミュニケーショ
ンをとり、風通しの良い、明るい

職場づくりを意識してきました。
トップが若返ったことで、従業員
が話しやすくなったとも思います。
現在は富山鋼機の社長も兼務して
いるので、一日中セイキにおれま
せんが、昼食はいつもここの食堂
で従業員と一緒に食べています。
近年、人材不足をよく耳にします。
　当社はリーマン翌年の１年を除
き、苦しくても毎年３人以上新卒
を採用しています。今年の４月に
は７人が入社予定です。また中途
採用は常に行っており、社内の平
均年齢は約28歳と若いです。
若手の人材育成で心がけているこ
とはありますか。
　実際に機械を作る中で、先輩か
ら後輩に教えるＯＪＴが一番大切
と思っています。「分からないこ
とは聞きなさい」と言っているの
ですが、今の若い人は自分から質
問をせず、なかなか成長しません。
すぐに辞めていく人もいて残念で
す。
　当社の仕事は設計から製造の一
貫体制なので、図面からものが作
られていく面白さがあります。先
輩社員との仕事を通じて、ものづ
くりの面白さと一緒に、技術も伝
えていって欲しいと思っています。
女性の活躍についてお考えはあり
ますか。
　以前から男性と女性を区別する
ことがなかったので、特別「女性
活躍のために」と考えることはあ

りません。女性比率は３割で、
「女性は残業せずに、早く帰りな
さい」ということもなく、男女と
もに同じ評価をしています。12人
いる課長クラスのうち３人が女性
ですし、女性の主任もたくさんい
ます。
これからの展望をお聞かせ下さい。
　社長に就いた時は厳しい経営環
境で、医薬品や食品分野にも参入
しようかと考えた時もありました
が、社員とも話し合って、創業時
からの電子分野にこだわって事業
展開し、ここ３期はようやく増収
増益を果たすことができました。
とはいえ、ようやくリーマン前の
水準に戻ったところです。現在、
工場が手狭になってきており、新
工場を建設し６月にも稼働させる
予定です。来期は売上高15％増を
目指します。
　社長になって７年、苦しい時期
が続きましたが、ようやく将来へ
向いた仕事ができるタイミングに
なりました。ますます技術力を高
めて、お客様に誠心誠意尽くして
いきたいと思います。お客様から
の評価が次の仕事につながり、さ
らに新しい技術への挑戦、社員の
成長にもつながります。40周年の
節目を良い年にしたいですね。

今年は創業40年を迎えられます。
御社の概要を教えて下さい。
　当社は電気・電子や自動車向け
の部品を生産する機械設備を設
計・製造しています。お客様から
の「こういう部品を作りたい」と
いう要望に対して完全オーダーメ
ードで作りますから、毎回違うも
のとなり、「自社製品」もありま
せん。1976年の創業以来40年、自
動機・省力機一筋でやってまいり

ました。
　私の父は1978年に呉羽で富山鋼
機㈱を創業し、鋼材の加工・卸売
業を営んでいましたが、その後
1989年に㈱セイキの経営を前任よ
り引き継ぎました。
創業時の1970年代は、電子化が
急速に進歩した時代ですね。
　昔は、各メーカーは自社で生産
設備を開発し、自前で作っていた
ので、当社も創業当初はそうした

設備向けの簡単な治具などを作っ
ていたのだと思います。電子化の
時代になり、大量生産で分業が進
むと、設備は設備専門の会社に任
せるようになりました。
　当社はハードディスクに使われ
る部品向けの機械を作っていたの
ですが、パソコンの普及と進歩に
合わせて量も増え、仕様も難しく
なり、お客様と一緒に新たな挑戦
を繰り返すことで信頼を得るとと
もに技術を高め、ノウハウが蓄積
され、色々な分野の設備に対応で
きるようになりました。
電子関連業種以外にはどのような
メーカーと取り引きがありますか。
　最近は車の電子化が進むにつれ、
自動車関連が伸びています。色々
な分野をバランス良く受注したい
と思っていますが、この10年間で
自動車関連が売上げの半分を占め
るまでになってきました。
　お客様は国内メーカーですが、
海外工場へ設備を納めにいくケー
スが増えています。

御社の強みは何でしょうか。
　効率化だけを高めるために、こ
の人は設計、この人は組立と完全
分業にする会社もありますし、部
品加工を外注する機械設計の会社
もありますが、当社は創業時から
社内で設計から部品加工、組立、
調整、納入まで、一貫生産にこだ
わってきました。
一貫生産されるねらいは？
　「デザインレビュー」と言って
いますが、設計段階で組立メンバ
ーも入って、設計の妥当性を確認
しています。設計部門がベストと
思った設備でも、組立部門の視点
から問題や改善点が見つかること
があります。各部門をボーダレス
にすることで、より完成度を高め
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設計から製作を一貫生産
ものづくりの面白さ伝える

株式会社 セイキ
代表取締役

－営業と技術を一体化－

－風通しよく、新技術に挑戦－
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従業員数
売上高

グループ会社
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1976（昭和51）年７月
魚津市東山167-１
1,160万円
電子部品、自動車関連の省力
化機器の設計製作
120名
28億円（2016年3月期予想）
グループ5社計60億円（同）
富山鋼機㈱、富山熔断㈱、㈱
鋼熔運輸、㈱Ｔ・Ｈ・Ｃ
www.seiki-toyama.co.jp

会社概要

株式会社 セイキ
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